
6. 2 著作権制度

1 . 知的財産権

文化庁長官官房著作権琴法規係長
俵 幸 嗣

r知的財産権Jとは,知的な創作活動によって何かを創り出した人に対して, r他

人に無断で利用されないJといった権利を付与する制度であり,これには以下のよう
なものが含まれるo なお,同じものを意味する用語として, r知的所有植J

財産権Jという用語が使われることもあるo

著作権

知的財産権
く知的所有権l

工業所有権

その他

著作者の権利

著作隣接権

特許権
実用新案権
意匠権
商標権

やr,J.n5-体

半導体集積回路の回路配置に関する法律
く回路配置利用権J

種苗法 く育成者権J

不正競争防止法
など

なお,これらの権利のうち工業所有権などは,権利を取得するためにr申請J

軌などの手続きが必要である加,宣飽
作物が創られた時点で, r自動的Jに仕与-さ岨

r登

著-

2. 著作権

0著作権法の目的

r著作物並ぴに実演,レコ-ド,放送及び有線放送に関し著作者の権利及びこれ
に隣接する権利を定め,これらの文化的所産の公正な利用に留意しつつ,著作
者等の権利の保護を図り,もって文化の発展に寄与することを目的とする.Jく1

条l
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く
1 I著作者の権利

0著作物

0定義

r思想又は感情を創作的に表現したものであって,文芸,学術,美術又は音楽の範

囲に属するものJく2条1項1号l

く例示Jく10条l

.号書五
ロF7Elの著作物

小説,脚本1論文1講演,詩歌,俳句,落

維誌の記事1座談会等での発言 など

誉左
F7口へ 新聞.

一音楽の著作物 楽曲,歌詞 など

一舞踊又は無言劇の著作物
日本舞踊の振り付け,パントマイムの振り付け1バ

レエの振り付け など

美術の著作物 絵画,版画1彫刻,舞台装置 など

建築の著作物 芸術的建築物 く宮殿,凱旋門など1 など

一図形の著作物
地図,設計図一 図面1図表,グラフ,立体模型,地

球儀 など

一映画の著作物
映画フイルム,ビデオテ-プ, DVD,コンピュ-タな

どに録画されている r動く映像J

写真の著作物 写真 など

プログラムの著作物 コンピュ-タプログラム
号

o二次的著作物く2条1項1 f剖

既存の著作物に手を加えることによって創られる新たな著作物

, r翻訳Jされた著作物 英語など別の言語に訳したもの

r編曲Jされた著作物 音楽をアレンジしたもの

r変形Jされた著作物 写真を絵画にしたもの など

r脚色Jされた著作物 小説を脚本にしたもの など

r映画化Jされた著作物 小説を映画にしたもの など

その他 論文を要約したもの など

0編集著作物 く1 2条1

既存の著作物やデ-タを創作的に編集することによって創られる新たな著作物
.百科事典,新聞.雑誌1判例集,英語単語集,職業別電話帳など

0デ-タベ-スの著作物 く1 2条の21

編集著作物と同様のものであって,コンピュ-タで検索できるもの
.コンピュ-タに記録されている百科事典,判例集ー職業別電話帳など
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el著作書

0定義

r著作物を創作する者Jく2条1項1剖

く例I IJ儲を書く人音楽の作詞.作曲をする人絵を描く人げロ.アマチュ
アを問わなvll

cf 職務著作

61著作書の権利

0著作者の権利

著作者の権利

著作者人格権

著作者人格権

公表権
氏名表示権
同一性保持権

複製権
上演権,演奏権
公衆送信権
公の伝達権
口述権

展示権
頒布権
譲渡権
貸与権

翻訳権,翻案権等
二次的著作物の利用権

o財産権におけるrOO胤の意味.一.他人が憤断で00することJを止めること
ができるo

o r著作権Jの保護期間.一一原則として-創作の鳴から著作者の死後50年まで
r無名.変名の著作軌r団体名義も著作軌r映画の著
作軌につし1ては1公表後50年く創作後50年以内
に公表されなかったときは創作後5 0iFlまで

o r%作者人格軌の保護期間...著作者の生存中くただし,著作者の死後において
も-原則著作者人格権の侵害となるべき行為をし
てはならなvl.1

61著作権の制隈

著作物を利用する場合は-著作権者の許諾を得ることが原則であるが- -定の

例外的な場合は,著作権者に許諾を得ることなく1著作物を利用できるoく別紙参
照I

く例こ図書館での利凧学校等における利臥報道目的での利札福祉目的で
の利用などう
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く
2 I著作隣接権書の権利

0著作憐捷権書く著作物等を伝達する都

0実演家

r俳優,舞踊家,演奏家,歌手その他実演を行う者及び実演を指揮し,又は演出する
.t

者をいう.Jく2条1項4号l

く著作物を演じる歌手や俳優などで例えばアヤチュアがカラオケで歌っているよう
な場合も含む.1

0レコ-ド製作者 .

rレコ-ドに固定されている音を最初に固定した者をいうoJく2条1項6号1

く音を最初に録音した人.アマチュアが鳥の鳴き声などを録音したような場合も含
む.1

0放送事業者
r放送を業として行う者をいう.Jく2条1項9号J

く同じ内容を無線で同時に送信する事業者.キヤンパスFMなどr放送法Jに基づく
免許を得ていない場合も含まれる.1

0有線硬送事業者
r有線放送を業として行う者Jく2条1項9号の3J

l

lI

書

Ci,著作隣接権書の権利

0実演家の権利

実演家人格権 氏名表示権
同一性保持権

実演家の権利
許諾権

報酬請求権

-141-

録音権一錬画権
放送権.有線放送権
送信可能化権
譲渡権

貸与権 く発売後1年問J

放送二次使用料請求権
貸与報酬請求権く貸与権消滅後I



0レコード製作者の権利

レコード製作

者の権利

0放送事業者の権利

放送事業者の
権利

o有線放送事業者の権利

有線放送事業
者の権利

o r許諾権Jの意味.一

o r報酬請求権Jの意味

o著作隣接権の保護期間

実演

レコード

放送

有線放送

許諾権

報酬請求権

許諾権

許諾権

複製権
送信可能化権
譲渡権

貸与権く発売後1年間I

放送ニ次使用料請求権
貸与報酬請求権く貸与権消滅後1

複製権
再放送権,有線放送権
テレビジョン放速の伝達権
送信可能化権

複製権
放送権,再有線放送権
有線テレビジョン放送の伝達権
送信可能化権.

他人がr無断で00することJを止めることができる
一 一他人がrOOJしたときに使用料を請求できる

保護期間の始まり

実演を行ったとき

音を最初に録音したとき
放送を行ったとき

有線放送を行ったとき
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保護期問の終わり

実演後50年

発行く発売1後50年
放送後50年

有線放送後5 0年



著作物等を例外的に無断で利用できる場合

O r私的使用J関係

私的使用のためのコピーく第30条1 rテレビ番組を録画予約しておいて後日自分で見る場
合Jなどのようにr家庭内など限られた範囲内で,仕事以外

の目的に使用することを目的として,使用する本人がコピ

-する場合Jの例外o

なお,政令く著作権法施行令1で定めるデジタル方式の
録音録画機器.媒体を用いる場合には,著作権者にr補償
金Jを支払う必要があるが,これらの機器.媒体について
は,販売価格にrl甫償金Jがあらかじめ上乗せされているの

で,利用者が改めてr補償金Jを支払う必要はない.

eJ r教育J関係

r教育機関Jでのコピーく第35条1 学校.公民館などで教員等が教材作成などを行うために
コピ-する場合の例外o

r検定教科書J等への掲載く第33条1- r検定教科書J等に掲戟するための例外o

r学校教育番組Jの放送く第34条l 学校向けのr放送番組J r有線放送番組Jの中で放送す
る場合の例外.

r試験問題Jとしてのコピーく第36条I r入学試験Jなどの問題としてコピ-する場合の例外o

3 r図書館J関係

r図書館J等でのコピ-く第墨過

一
キ

r公立図書館Jなどでコピ-する場合の例外o

E条件1

ア 政令で定める図書館等であること
イ r営利Jを目的としないコピ-であること
ウ コピ-行為のr主体Jが図書館等であること-

干 その図書館等が所蔵している資料をコピ-すること
オ 次のいずれかの場合であること
.調査研究を行う利用者の求めに応じて,既に公表され
ている著作物の-部分く既に次号が発行されている雑
誌の中の著作物については,全部でもよい1を, -人に

つき-部提供する場合
.図書館資料の保存のために必要がある場合
.他の図書館の求めに応じ,絶版その他これに準ずる理
由により-般に入手することが困難な図書館資料のコ
ピ-を提供する場合

61 r福祉J関係

r点訳Jのためのコピ-
く第37条第1項l

著作物をr点字Jに訳してコピ-する場合の例外.

r点字デ-タJの蓄積.送信
く第37条第2項1

著作物をr点字デ-タJにしてインタ-ネット等を通じて

送信く放送.有線放送を除くうするため-サ-バ-にr蓄積J

したり, r送信可能化J r公衆送信Jする場合の例外o

r録音図書J等の製作く第37条第3項l 視覚障害者のためのr録音図書J等を製作するく録音に
よりコピ-する1場合の例外o

r字幕Jの自動公衆送信く第37条の21 聴覚障害者のために,放送番組.有線放送番組のrリア
ルタイム字幕Jを送信する場合の例外.
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6J r報道J関係等

r時事の事件J

く第41条l

の報道のための利用

r行政機関での公開演説J

道のための利用 く第40条第2項1

等の報

r情報公開法Jに基づく r開示J

等のための利用 く第42条の21

61 r立法J r司法J r行政J関係

r立法J r司法J

内部資料としてのコ

r行政Jのための
ピ-く第42条l

el r非宮利一無料Jの場合のr上漬J

非営利一無料の場合の r上演J r演

奏J r口述J r上映Jく第38条第1項う

非宮利一無料の場合の
貸与Jく第38条第4項う

非宮利
どの貸与J

非宮利一

等の伝達上
非宮利

r本などの

無料の場合のrビデオな

く第38条第3項う

無料の場合のr放送番組
の有線放送Jく第38条第2項l

魯r引用J r転載J関係

r引用Jのためのコピー
く第32条第1項l

r行政の広報資料J

く第32条第2項l

r新聞の論説J

等の転載

等の転載く第39条1

r政治上の演説J r裁判での陳述J

の利用く第40条第1項う

6J r美術品J r写真J r建築J関係

r美術品J のオリジナル等の所有

者による r展示J く第45条l

屋外設置のr美術晶J
の利用く第46条1

美術展の

r建築物J

r小冊子Jの製作く第47条1

r時事の事件J をr報道Jする場合の例外o

国.地方公共団捧の行政機関-

た演説.陳述を, r報道目

r情報公開法J等に基づき情報

場合の例外o

r裁判Jの手続きや, r立法J

部資料J

独立行政法人で行われ

く著作物1のr開示Jを行う

r行政Jの目的のためのr内

としてコピ-する場合の例外q

r演奏J r上映J rロ述J r貸与J等関係

学校の学芸会, 市民グル-プの発表会, 公民館での上

映乱インタ-ネット画面のディスプレイなど,非営利.無料
の利用の場合の例外o

し出しJなどの場合の例外o

ビデオライブラリ-などによる

場合の例外o

rビデオの貸し出しJなどの

喫茶店に置いてあるテレビなど,

有線放送される著作物をr公

r難視聴解消J

受信機を用いて1放送.

に伝達Jする場合の例外o

やr共用アンテナからマンション内-の配

信Jなど1放送を受信して直ちに有線放送する場合の例
外.

他人の主張や資料等をr弓 用Jする場合の例外o

国.地方公共団体の行政機関, 独立行政法人のr広報

資軌r調査統計資軌r報告乱などを, r新凱r雑乱な

どの刊行物に転載する場合の例外o

新聞等に掲載.発行された
転載,

法で利用する場合の例

r美術晶J r写莫J

r論説Jを,他の新聞等-の

陳逮Jを,様々な方

のオリジナルく原作品1のr所有者J等が

公のr展示Jを行う場合の例外.

-般公衆の見やすレ1屋外の場所に恒常的に設置され

ているr美術凱やr建築の著作物Jを利用する場合の例
外o

r美術品J r写真J のオリジナルく原作晶lを展示するとき

に,.解説一紹介のためのr小冊刊に作品をコピ-する場合

の例外o



魯rコンピュ-タ一プ口グラムJ関係

プログラムの所有者によるコピ-
などく第47条の21

プログラムの所有者がノくックアップコビ-やプログラム

の修正,改良を行う場合の例外o

命r放送局J r有線放送局J関係

r放送局Jやr有線放送局Jの-
時的なコピ-く第44条l

r放送局Jやr有線放送局Jが放送や有線放送をするた
めに-時的にコピ-く録音.録画1をする場合の例外o

f
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